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O
頁
『
拐
伽
師
資
記
」
考
|
|
『
拐
伽
経
』
と
『
文
殊
般
若
経
』
は
じ
め
に
唐
浄
覚
(
六
八
二
一
1
?
)
撰
の
『
楊
伽
師
資
記
』
は
、
劉
宋
の
第
一
祖
求
那
践
陀
羅
、
梁
の
第
二
祖
菩
提
達
摩
よ
り
盛
唐
の
神
秀
門
人
に
至
る
ま
で
八
世
代
に
わ
た
る
禅
僧
た
ち
の
師
弟
関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
お
よ
び
説
法
を
収
録
す
る
、
現
存
最
古
の
禅
宗
史
書
(
以
下
、
燈
史
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。
『
拐
伽
経
』
の
翻
訳
者
で
あ
る
求
那
船
隊
陀
羅
を
第
一
祖
と
す
る
本
書
の
法
系
説
は
、
障
を
接
し
て
成
立
し
繍
た
『
伝
法
宝
紀
』
お
よ
び
後
発
の
燈
史
が
菩
提
達
摩
を
唐
土
初
祖
と
考
す
る
の
に
比
し
て
際
立
っ
た
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
間
本
書
を
一
読
し
て
み
る
と
、
『
楊
伽
経
』
伝
持
者
の
記
録
と
い
う
た
側
て
ま
え
に
背
〈
か
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
岡
山
る
。
神
秀
章
で
神
秀
(
j
七
O
六
)
が
所
依
の
経
典
と
し
て
自
称
す
る
の
が
『
楊
伽
経
』
で
は
な
く
『
文
殊
説
般
若
経
」
な
の
は
そ
の
著
1
し
い
例
で
あ
る
し
、
繰
り
返
し
説
か
れ
る
坐
禅
や
観
想
念
仏
の
方
法
の
受
容
を
手
が
か
り
に
|
|
粛
藤
智
寛
も
、
矛
盾
は
し
な
い
ま
で
も
『
楊
伽
経
」
と
の
関
わ
り
が
わ
か
り
に
く
く
お
も
え
る
。
こ
う
し
た
形
式
と
内
容
と
の
幽
館
、
本
文
聞
に
見
ら
れ
る
矛
盾
と
も
お
も
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
鈴
木
大
拙
「
『
拐
伽
師
資
記
』
と
そ
の
内
容
概
観
」
(
一
九
四
一
年
)
は
本
書
に
「
特
に
『
拐
伽
』
を
力
説
す
る
と
こ
ろ
が
見
え
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
困
惑
に
明
確
な
回
答
を
与
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
の
ち
の
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
第
二
章
「
北
宗
に
於
け
る
燈
史
の
成
立
」
(
一
九
六
七
年
)
出
、
東
山
法
門
が
長
安
、
洛
陽
に
進
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
北
地
に
お
け
る
「
拐
伽
師
の
伝
統
」
に
結
び
つ
い
て
行
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
道
信
や
弘
忍
、
神
秀
を
『
拐
伽
経
』
伝
持
者
と
す
る
浄
覚
の
試
み
は
、
『
文
殊
般
若
経
』
の
依
用
を
否
定
で
き
ず
に
記
録
す
る
な
ど
結
局
は
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
柳
田
氏
が
主
張
の
前
提
と
し
て
繰
り
返
す
「
拐
伽
師
の
伝
統
」
「
拐
伽
主
義
」
と
い
っ
た
語
の
指
し
示
す
内
容
は
説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
で
2
あ
る
し
、
『
文
殊
般
若
経
』
の
重
視
が
本
書
の
立
場
と
矛
盾
す
る
か
否
か
は
大
い
に
検
討
の
絵
地
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
杜
継
文
『
中
国
禅
宗
通
史
』
第
二
章
第
五
節
「
弘
忍
門
徒
之
二
上
尽
師
拐
伽
禅
系
」
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
は
本
書
に
つ
い
て
特
に
矛
盾
を
見
出
さ
ず
、
著
者
の
浄
覚
が
一
貫
し
た
体
系
の
も
と
に
携
伽
師
説
の
総
括
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
と
し
て
本
書
の
「
安
心
」
説
を
詳
論
す
る
。
し
か
し
本
書
が
「
楊
伽
経
』
を
宣
揚
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
や
は
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
『
拐
伽
師
資
記
』
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
本
書
の
、
あ
る
い
は
編
者
滞
覚
の
『
拐
伽
経
』
理
解
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
本
書
が
『
文
殊
般
若
経
』
に
言
及
し
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
禅
観
の
方
法
を
記
す
こ
と
の
意
味
を
か
ん
が
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
お
も
わ
れ
る
。
拙
稿
で
は
か
か
る
手
順
で
「
楊
伽
師
資
記
』
の
基
本
理
念
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
構
想
さ
れ
る
仏
道
の
あ
り
方
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
源
流
を
さ
ぐ
っ
て
禅
思
想
史
研
究
に
お
け
る
本
書
の
資
料
価
値
を
再
考
し
た
い
。
引
用
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
序
文
に
は
敦
燈
文
書
ベ
リ
オ
三
二
九
四
(
上
海
古
籍
出
版
社
『
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
燈
西
域
文
献
』
二
三
)
、
本
文
に
は
ベ
リ
オ
三
四
三
六
(
『
同
』
二
四
)
を
用
い
目
。
ス
ク
イ
ン
二
O
五
四
や
『
大
正
新
情
大
蔵
経
』
八
五
、
柳
田
聖
山
校
注
『
禅
の
語
録
2
初
期
の
禅
史
I
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
)
に
よ
っ
て
字
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
が
、
注
記
は
し
t
、O
J
匂
し
一
、
浄
覚
と
『
拐
伽
師
資
記
』
の
撰
述
ま
ず
は
著
者
浄
覚
の
修
学
と
本
書
撰
述
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
叫
。
彼
の
伝
記
資
料
に
は
王
維
「
大
唐
大
安
国
寺
大
徳
禄
覚
禅
師
碑
銘
井
序
」
、
彼
の
著
作
『
注
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
に
付
さ
れ
た
李
知
非
序
、
そ
し
て
本
書
の
自
序
が
あ
る
が
、
『
拐
伽
師
資
記
』
撰
述
の
経
緯
を
考
察
す
る
に
は
自
序
に
語
ら
れ
る
自
伝
が
主
要
な
資
料
と
な
る
。
『
拐
伽
師
資
記
』
序
で
は
、
出
家
の
い
き
さ
つ
を
神
覚
が
み
ず
か
ら
誇
る
こ
と
は
な
い
。
「
浄
覚
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
彼
は
中
宗
の
皇
后
章
氏
の
「
弟
」
で
、
武
周
政
権
の
崩
壊
後
、
中
宗
が
復
砕
し
て
章
氏
一
族
が
専
権
を
振
る
い
、
彼
に
も
爵
位
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
浄
覚
は
そ
れ
を
拒
ん
で
洛
陽
を
離
れ
、
太
行
山
に
お
も
む
き
出
家
し
た
の
だ
と
い
う
。
「
注
心
経
序
」
は
出
家
の
経
緯
を
明
言
し
な
い
が
、
太
行
山
に
入
っ
た
の
を
「
年
二
十
三
」
「
神
竜
元
年
」
(七
O
五
)
の
こ
と
と
し
て
お
抗
、
こ
れ
を
出
家
の
年
次
お
よ
び
年
齢
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
て
『
楊
伽
師
資
記
』
序
文
に
確
認
で
き
る
浄
覚
の
修
学
過
程
は
、
次
の
記
事
が
最
初
で
あ
る
。
(
底
本
残
鉄
)
e
・e
・
-
-
毎
至
披
覧
、
非
管
見
之
所
知
、
浄
坐
思
惟
、
非
小
人
之
所
解
。
生
生
尽
命
、
伝
達
摩
之
遺
文
、
世
世
之
中
、
誓
願
事
之
足
下
(
・
:
開
き
見
る
た
び
に
、
お
の
れ
の
管
見
で
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
、
心
を
浄
め
て
膜
想
し
で
も
、
小
人
が
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
生
ま
れ
変
わ
る
た
び
に
命
を
か
け
て
達
摩
の
遺
文
を
伝
え
よ
う
と
思
い
、
後
の
生
に
お
い
て
も
き
っ
と
祖
師
た
ち
に
仕
え
続
け
よ
う
と
誓
っ
た
)
。
(
序
)
原
本
に
残
依
が
あ
る
が
「
披
覧
」
の
対
象
は
「
達
摩
の
遺
文
」
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
達
摩
の
著
作
を
読
ん
だ
浄
覚
は
ま
ず
自
分
に
は
理
解
で
き
な
い
と
感
じ
、
し
か
し
命
を
か
け
て
も
こ
れ
を
伝
え
よ
う
と
誓
っ
た
と
い
う
。
『
楊
伽
師
資
記
』
に
は
、
達
摩
を
は
じ
め
歴
代
祖
師
の
著
作
や
説
法
が
豊
富
に
引
用
さ
れ
る
。
浄
覚
に
と
っ
て
祖
師
を
顕
彰
し
、
彼
ら
の
教
え
を
記
録
す
る
本
書
の
編
纂
は
、
こ
の
若
き
日
の
誓
い
を
実
現
す
る
い
と
な
み
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
船
彼
は
大
足
元
年
(
七
O
一
)
、
洛
陽
に
お
い
て
大
通
神
秀
に
過
つ
繍
て
禅
法
を
授
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
浄
覚
十
九
歳
、
出
家
前
の
こ
と
だ
考
が
、
僧
侶
と
し
て
の
経
歴
と
分
け
な
い
の
は
落
飾
の
経
緯
を
記
す
の
聞
を
は
ば
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
み
ず
か
ら
を
酬
「
小
人
」
と
規
定
し
た
浄
覚
の
求
道
は
確
か
に
平
坦
な
も
の
で
は
な
隅
か
っ
た
。
「
似
得
少
分
、
毎
呈
心
地
、
皆
云
〈
努
力
〉
(
や
や
得
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
悟
境
を
呈
示
し
て
も
、
い
つ
も
〈
努
力
せ
よ
〉
と
雷
一
日
3
わ
れ
た
こ
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
彼
は
こ
の
修
学
の
途
中
で
出
家
し
て
い
る
は
ず
だ
が
結
局
は
神
秀
か
ら
印
可
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
神
秀
は
神
竜
三
年
(
七
O
六
)
に
没
す
る
が
、
景
竜
二
年
(
七
O
八)、
弘
忍
(
六
O
一
i
六
七
四
)
の
門
人
、
す
な
わ
ち
神
秀
の
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
玄
蹟
が
両
京
に
禅
法
を
聞
く
や
彼
に
師
事
し
、
「
向
経
十
有
絵
年
、
所
呈
心
地
、
尋
己
決
了
(
十
数
年
を
経
て
、
呈
示
し
た
心
境
に
つ
い
に
決
着
を
つ
け
た
こ
と
浄
覚
は
記
す
。
こ
れ
は
開
元
七
年
(
七
一
九
)
、
持
覚
三
十
七
歳
以
降
の
こ
と
に
な
る
。
5
二
O
五
四
は
「
十
有
徐
年
」
を
「
有
徐
年
」
に
作
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
師
に
一
見
し
て
言
下
に
大
悟
す
る
よ
う
な
上
機
根
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
て
浄
覚
は
、
み
ず
か
ら
の
悟
り
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
始
知
方
寸
之
内
、
具
足
真
如
i
・e
・
真
如
元
相
、
知
亦
元
知
。
元
知
之
知
、
量
離
知
也
。
元
相
之
相
、
量
離
相
也
。
人
法
皆
如
、
説
亦
如
也
:
・
『
拐
伽
経
』
云
、
「
自
心
現
境
界
、
随
類
普
現
於
王
法
。
云
何
是
五
法
、
名
・
相
・
妄
想
・
正
智
・
如
如
」
。
是
故
衆
生
物
元
名
、
由
心
作
名
、
諸
相
元
相
、
由
心
作
相
。
但
自
元
心
則
元
名
相
。
故
日
、
「
正
智
如
如
」
(
は
じ
め
て
心
の
中
に
真
加
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
・
・
真
如
に
形
相
は
な
く
、
真
の
智
慧
は
通
常
の
知
覚
や
思
念
を
離
れ
た
智
慧
で
あ
る
。
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
執
着
を
離
れ
た
智
慧
も
通
常
の
知
覚
を
離
れ
て
は
い
な
い
し
、
形
相
は
無
相
を
本
質
と
し
な
が
ら
形
4 
相
を
離
れ
て
は
い
な
い
。
人
も
世
界
も
、
教
え
の
言
葉
も
す
べ
て
が
そ
う
し
た
真
如
の
う
ち
に
あ
る
・
『
楊
伽
経
』
に
言
、
っ
、
「
自
己
の
心
が
外
的
世
界
を
現
出
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
心
の
あ
り
よ
う
に
従
っ
た
五
法
と
し
て
現
れ
る
。
五
法
と
は
な
に
か
。
名
称
・
形
相
・
妄
想
・
正
し
い
智
慧
・
あ
り
の
ま
ま
の
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
。
だ
か
ら
生
き
と
し
生
け
る
者
に
も
と
も
と
名
称
は
無
い
の
だ
が
、
心
に
よ
っ
て
名
づ
け
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
も
と
も
と
定
ま
っ
た
形
相
は
無
い
の
だ
が
、
心
に
よ
っ
て
形
相
が
生
み
出
さ
れ
る
。
た
だ
鑑
心
で
あ
れ
ば
名
称
も
形
相
も
無
く
な
る
。
こ
の
こ
と
を
「
正
智
・
如
如
」
と
言
う
の
で
あ
る
)
。
(
序
)
浄
覚
が
玄
殴
の
下
で
得
た
悟
り
と
は
、
自
己
に
真
如
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
真
如
と
は
認
識
主
体
で
あ
る
智
慧
も
認
識
対
象
で
あ
る
形
相
も
恒
常
的
な
本
質
を
持
つ
て
は
い
な
い
と
い
う
反
省
を
経
て
、
改
め
て
現
象
世
界
に
対
応
す
る
際
に
聞
け
て
く
る
境
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
悟
り
を
諮
す
る
経
文
と
し
て
『
拐
伽
経
』
が
引
か
れ
る
が
、
本
経
に
こ
の
通
り
の
文
章
は
存
在
せ
ず
、
玄
蹟
や
格
覚
の
周
辺
に
お
こ
な
わ
れ
た
節
略
本
か
注
釈
書
の
本
文
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
拐
伽
師
資
記
』
は
弘
忍
章
と
神
秀
章
に
お
い
て
、
玄
蹴
が
撰
述
し
た
と
い
う
「
拐
伽
人
法
士
山
』
『
拐
伽
仏
人
法
志
』
な
る
書
物
を
引
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
を
述
べ
て
い
る
。
玄
蹟
か
ら
は
禅
法
の
み
な
ら
ず
、
禅
宗
史
の
資
料
も
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
玄
蹟
よ
り
印
可
を
受
け
て
か
ら
の
行
動
に
つ
い
て
、
自
序
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
「
拐
伽
師
資
記
」
題
下
に
は
「
東
都
沙
門
釈
海
覚
居
太
行
山
霊
泉
谷
集
」
と
記
す
が
、
「
心
経
注
序
」
は
浄
覚
を
「
大
こ
の
ご
唐
大
安
国
寺
沙
門
」
と
呼
び
つ
つ
「
比
ろ
両
京
に
在
り
て
広
く
禅
法
を
開
」
い
て
い
る
と
言
い
、
ま
た
当
該
注
が
関
元
十
五
年
(
七
二
七
)
漢
水
明
珠
郡
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
大
安
国
寺
は
長
安
の
寺
院
、
漢
水
明
珠
郡
は
現
陳
西
省
勉
県
の
明
珠
闘
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
崎
市
覚
碑
銘
」
で
は
「
大
唐
大
安
国
寺
故
大
徳
浄
覚
禅
師
」
と
呼
ぴ
、
長
安
南
郊
の
少
陵
原
に
葬
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
没
年
は
不
明
だ
が
、
碑
銘
を
書
い
た
王
維
は
上
元
二
年
(
七
六
こ
に
卒
し
て
い
る
か
ら
、
浄
覚
の
遷
化
も
遅
く
と
も
そ
の
年
、
七
十
九
歳
の
時
が
下
限
と
な
る
。
浄
覚
の
著
作
に
は
す
で
に
何
度
か
言
及
し
た
「
注
般
若
多
心
経
』
一
巻
が
現
存
す
る
が
、
そ
の
序
に
は
、
神
竜
元
年
に
太
行
山
に
お
い
て
『
金
剛
般
若
理
鏡
」
一
巻
が
撰
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
『
拐
伽
経
』
の
ほ
か
、
般
若
系
の
経
典
に
も
造
詣
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ほ
か
「
舎
大
行
浄
覚
禅
師
関
心
勧
道
禅
訓
」
な
る
小
品
が
敦
燈
文
書
中
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
禅
訓
」
な
る
諾
は
『
拐
伽
師
資
記
』
求
那
抜
陀
羅
章
と
「
心
経
注
序
」
に
も
見
え
る
が
他
の
禅
文
献
に
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
浄
覚
の
周
辺
に
特
徴
的
な
諾
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
『
梯
伽
師
資
記
』
の
撰
述
年
は
不
明
だ
が
、
本
書
に
列
名
さ
れ
る
祖
師
の
う
ち
第
八
代
の
普
寂
、
敬
賢
、
義
福
、
恵
褐
の
四
人
に
つ
い
て
は
そ
の
示
寂
を
記
さ
ず
、
こ
の
う
ち
敬
賢
が
も
っ
と
も
早
く
開
元
十
一
年
(
七
一
一
一
一
一
)
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
本
書
の
完
成
は
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
撰
述
年
は
、
浄
覚
が
印
可
を
受
け
た
開
元
七
年
こ
ろ
よ
り
十
一
年
ま
で
の
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。若
き
日
よ
り
達
摩
の
遺
文
を
伝
え
る
志
を
持
っ
て
い
た
浄
覚
は
、
師
の
玄
殴
が
編
纂
し
た
『
拐
伽
人
法
志
」
を
継
承
し
て
『
拐
伽
師
資
記
』
を
編
ん
だ
。
か
れ
は
他
の
禅
文
献
に
は
見
え
な
い
法
系
説
や
用
語
を
使
い
、
自
己
の
悟
り
を
回
顧
す
る
に
も
『
楊
伽
経
』
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
玄
蹟
と
浄
覚
周
辺
に
は
確
固
た
る
宗
風
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
『
拐
伽
師
資
記
』
の
『
拐
伽
経
』
重
視
を
教
団
の
正
統
性
確
立
の
た
め
と
の
み
見
る
の
は
当
を
失
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
藤賢考
ニ
、
『
梼
伽
経
』
理
解
の
特
徴
間
そ
れ
で
は
『
楊
伽
師
資
記
』
は
、
『
拐
伽
経
』
に
つ
い
て
い
か
な
削
る
理
解
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
求
那
政
陀
羅
章
に
は
、
次
の
間
よ
う
な
説
法
が
見
え
る
。
我
中
固
有
正
法
、
秘
不
伝
、
簡
有
縁
根
熟
者
・
:
『
楊
伽
経
』
云
「
諸
仏
心
第
二
、
教
授
法
時
心
不
起
、
是
也
。
此
法
超
度
5 
三
乗
、
越
過
十
地
、
究
寛
仏
果
処
、
只
可
歎
心
自
知
(
わ
が
中
国
た
る
イ
ン
ド
に
は
正
し
い
教
え
が
あ
る
が
、
秘
し
て
伝
え
ず
、
縁
を
持
ち
素
質
が
成
熟
し
た
者
を
選
ん
で
お
し
え
る
e
・e
・
-
「
楊
伽
経
』
巻
一
に
「
誇
仏
心
第
二
と
言
、
つ
が
、
教
え
を
授
け
る
時
に
心
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
法
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
や
十
段
階
の
修
道
階
梯
を
超
越
し
、
仏
の
呆
報
を
極
め
尽
く
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
た
だ
沈
黙
の
心
に
お
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
)
。
(
求
那
政
陀
羅
章
)
こ
こ
で
求
那
政
陀
羅
は
正
し
い
仏
法
の
伝
え
方
を
鐙
す
る
た
め
に
『
拐
伽
経
』
の
一
匂
を
引
き
、
「
仏
心
」
と
は
心
を
起
き
ず
に
法
を
授
受
す
る
こ
と
だ
と
解
す
る
。
求
那
政
陀
羅
は
、
言
語
や
思
考
を
超
え
て
悟
る
こ
と
を
教
え
る
経
典
と
し
て
『
拐
伽
経
』
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
法
一
般
に
つ
い
て
の
見
解
を
『
拐
伽
経
』
に
よ
っ
て
謹
し
た
の
だ
が
、
弘
忍
章
に
は
『
拐
伽
経
』
理
解
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
る
言
葉
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
其
忍
大
師
、
粛
然
浄
坐
、
不
出
文
記
、
口
説
玄
理
、
黙
授
与
人
・
蒙
一
不
『
梯
伽
』
義
云
、
「
此
経
唯
心
誼
了
知
、
非
文
疏
能
解
」
(
そ
の
弘
忍
大
師
は
、
ひ
っ
そ
り
と
心
を
浄
め
て
坐
禅
す
る
ば
か
り
で
、
著
作
を
作
ら
ず
、
口
に
奥
深
い
真
実
を
説
き
、
言
葉
を
介
さ
ず
そ
の
奥
旨
を
伝
授
し
た
・
:
『
拐
伽
経
」
の
宗
旨
を
示
し
た
折
に
は
、
「
こ
の
経
典
は
た
だ
心
に
悟
っ
て
知
る
べ
き
で
あ
り
、
言
語
に
よ
る
注
釈
で
理
解
す
る
も
の
で
は
な
い
」
6 
と
言
っ
た
)
。
(
弘
忍
章
)
弘
忍
は
坐
禅
を
す
る
ば
か
り
で
著
述
を
残
さ
ず
、
説
法
は
す
る
が
、
真
実
そ
の
も
の
を
伝
え
る
時
に
は
言
葉
す
ら
な
い
。
そ
ん
な
彼
は
『
拐
伽
経
』
に
つ
い
て
、
こ
の
経
は
心
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
言
葉
に
よ
る
注
解
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
弘
忍
章
に
は
「
後
に
吾
が
道
を
伝
う
る
者
は
、
只
だ
十
ば
か
り
の
み
」
と
し
て
、
神
秀
、
智
説
以
下
の
十
大
弟
子
を
論
評
す
る
一
段
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
筆
頭
の
神
秀
に
「
我
与
神
秀
、
論
『
拐
伽
経
』
、
玄
理
通
快
、
必
多
利
益
(
私
は
神
秀
と
、
『
楊
伽
経
』
を
論
ず
る
と
、
奥
深
い
真
実
に
す
っ
き
り
と
通
じ
て
、
い
つ
も
得
る
も
の
が
多
い
)
」
(
弘
忍
章
)
と
賛
辞
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
評
語
に
あ
る
「
玄
理
通
快
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。
他
の
人
々
に
与
え
ら
れ
た
「
兼
ね
て
文
性
を
有
す
」
、
「
深
く
道
行
有
り
」
「
の
り
て
便
ち
講
説
す
」
と
い
う
評
語
と
比
較
し
て
考
え
れ
ば
、
「
玄
理
通
快
」
と
は
単
に
実
践
に
よ
る
体
得
が
あ
る
だ
け
で
も
な
く
、
と
い
っ
て
注
釈
書
を
も
の
し
た
り
人
々
を
あ
つ
め
て
講
義
を
し
た
り
す
る
の
と
も
違
う
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
心
に
悟
り
を
得
た
者
ど
う
し
が
言
葉
を
超
え
た
宗
旨
を
最
小
限
の
言
葉
で
語
り
合
う
、
そ
れ
が
『
拐
伽
経
』
を
論
じ
て
「
玄
理
」
が
「
通
快
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
「
玄
理
」
を
論
ず
る
こ
と
の
で
き
る
人
々
こ
そ
が
「
拐
伽
の
師
資
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
弘
忍
章
の
記
事
か
ら
わ
か
る
の
は
、
『
拐
伽
師
資
記
」
に
お
い
て
は
『
拐
伽
経
』
の
宗
旨
は
心
に
体
得
す
る
ほ
か
な
く
、
他
人
に
著
述
や
講
義
の
形
で
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
「
梯
伽
経
』
の
引
用
が
、
そ
の
書
名
や
法
系
説
か
ら
予
想
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
多
く
は
な
く
ま
た
断
片
的
で
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
求
那
践
陀
羅
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
法
の
体
得
の
あ
り
ょ
う
は
「
梯
伽
経
』
自
体
に
記
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
拐
伽
師
資
記
』
が
『
拐
伽
経
』
に
言
及
す
る
際
の
特
徴
と
し
て
、
坐
禅
に
関
連
す
る
文
脈
で
な
さ
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
菩
提
逮
摩
章
が
達
摩
の
著
作
を
論
ず
る
中
に
、
「
菩
提
師
又
為
坐
禅
衆
、
説
『
釈
拐
伽
要
義
』
一
巻
、
有
十
二
=
一
紙
、
亦
名
『
達
磨
論
』
也
(
菩
提
達
摩
師
は
ま
た
、
習
禅
者
た
ち
の
た
め
に
「
釈
拐
伽
要
義
』
一
巻
を
説
い
た
が
、
こ
れ
は
十
二
=
一
紙
の
長
さ
で
、
『
達
磨
論
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
記
事
が
見
え
る
。
注
意
し
た
い
の
は
『
釈
楊
伽
要
義
』
が
「
坐
禅
衆
」
の
た
め
に
説
か
れ
た
と
い
う
点
で
、
本
書
に
お
い
て
『
拐
伽
経
』
と
は
習
禅
者
の
教
科
書
で
あ
り
、
達
摩
は
習
禅
者
の
立
場
か
ら
「
楊
伽
経
』
を
解
説
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
達
摩
の
弟
子
で
あ
る
恵
可
の
章
で
も
『
拐
伽
経
』
と
坐
禅
は
明
確
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
略
説
倫
明
心
要
法
、
真
登
仏
呆
。
「
『
拐
伽
経
』
云
、
〈
牟
尼
寂
静
観
、
是
則
逮
離
生
死
。
是
名
為
不
取
、
今
世
後
世
浄
〉
。
十
方
諸
仏
、
若
有
一
人
、
不
因
坐
禅
而
成
仏
者
、
元
有
是
処
・
」
(
心
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
法
の
修
行
を
説
き
、
真
に
仏
の
果
報
に
到
達
し
て
い
た
。
「
『
拐
伽
経
』
巻
一
に
一
言
う
、
〈
釈
迦
牟
尼
仏
の
寂
静
な
る
観
想
、
こ
れ
は
生
死
を
遠
ざ
け
離
れ
る
実
践
で
あ
る
。
獲
得
対
象
と
し
て
の
何
物
に
も
執
着
せ
ず
、
今
生
も
来
世
も
清
浄
〉
と
。
も
し
十
方
世
界
の
仏
た
ち
に
、
坐
禅
に
依
ら
ず
成
仏
し
た
者
が
い
る
な
ど
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
道
理
は
無
い
の
で
あ
る
・
」
)
」
0
(
恵
可
章
)
。
「
」
内
は
恵
可
の
言
葉
と
思
わ
れ
る
が
、
か
れ
は
説
法
の
冒
頭
に
『
拐
伽
経
』
を
引
き
、
そ
れ
が
成
仏
に
は
坐
禅
が
不
可
依
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
経
文
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
見
る
弘
忍
章
の
記
事
か
ら
は
、
禅
定
修
行
に
お
け
る
『
拐
伽
経
』
運
用
の
あ
り
さ
ま
を
よ
り
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る。
藤蹄考記資師伽拐7 
汝
正
在
寺
中
坐
禅
時
、
山
林
樹
下
、
亦
有
汝
身
坐
禅
不
。
一
切
土
木
瓦
石
、
亦
能
坐
禅
不
。
土
木
瓦
石
、
亦
能
見
色
関
声
、
着
衣
持
鉢
不
。
『
拐
伽
経
』
云
「
境
界
法
身
」
、
是
也
(
君
が
ま
さ
に
寺
の
中
で
坐
禅
し
て
い
る
時
、
山
や
林
の
木
陰
に
も
や
は
り
君
が
い
て
坐
禅
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
?
あ
ら
ゆ
る
土
や
木
、
か
わ
ら
け
な
ど
も
や
は
り
坐
禅
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
?
そ
れ
ら
土
木
瓦
石
は
さ
ら
に
色
を
見
、
音
を
聞
き
、
衣
を
着
て
鉢
を
持
つ
だ
ろ
う
か
?
『
楊
伽
経
』
巻
一
に
言
、
っ
「
外
境
と
し
て
の
法
身
」
と
は
、
そ
れ
な
の
だ
)
。
(
弘
忍
章
)
弘
忍
は
、
世
界
が
自
己
の
悟
れ
る
心
の
展
開
で
あ
り
つ
つ
、
し
か
も
個
々
の
事
物
そ
れ
ぞ
れ
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
境
地
を
体
験
し
て
い
る
か
否
か
を
、
弟
子
た
ち
に
た
だ
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
『
楊
伽
経
』
に
言
、
っ
「
境
界
法
身
」
と
は
こ
う
し
た
坐
禅
の
体
験
を
表
し
た
言
葉
な
の
だ
と
弘
忍
は
一
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
楊
伽
師
資
記
』
に
と
っ
て
『
拐
伽
経
』
と
は
坐
禅
を
説
く
経
典
で
も
あ
っ
た
。
本
書
に
お
い
て
、
『
拐
伽
経
』
の
宗
旨
は
心
に
悟
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
坐
禅
の
実
践
の
中
で
『
拐
伽
経
』
の
境
地
を
体
験
す
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
、
『
拐
伽
経
」
と
『
文
殊
説
般
若
経
」
つ
い
で
問
題
と
な
る
の
は
、
神
秀
章
に
お
け
る
『
文
殊
説
般
若
経
』
の
称
揚
が
、
『
拐
伽
経
』
重
視
の
立
場
と
ど
う
関
わ
る
か
で
あ
る
。
本
書
は
、
洛
陽
に
ま
ね
か
れ
た
神
秀
と
則
天
武
后
と
の
聞
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
則
天
大
聖
皇
后
、
問
神
秀
禅
師
目
、
「
所
伝
之
法
、
誰
家
宗
旨
」
。
答
日
、
「
」
一
果
聯
州
東
山
法
門
」
。
問
、
「
依
何
典
諾
」
。
答
目
、
「
依
『
文
殊
説
般
若
経
』
一
行
三
味
」
。
則
天
目
、
「
若
論
修
道
、
更
不
過
東
山
法
門
」
(
則
天
武
后
が
神
秀
禅
師
に
質
問
し
た
、
「
伝
え
て
い
る
法
は
、
誰
の
宗
旨
な
の
か
」
。
答
え
る
「
薪
州
の
東
8 
山
法
門
を
受
け
ま
し
た
」
。
問
「
ど
ん
な
経
典
を
依
り
ど
こ
ろ
と
す
る
の
か
」
。
答
「
『
文
殊
説
般
若
経
』
の
一
行
三
味
に
依
っ
て
い
ま
す
」
。
武
后
「
も
し
修
道
を
論
ず
れ
ば
、
東
山
法
門
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
」
)
。
(
神
秀
章
)
。
神
秀
は
み
ず
か
ら
の
宗
旨
を
「
東
山
法
門
」
と
呼
び
、
所
依
の
経
典
を
『
文
殊
説
般
若
経
』
と
明
言
し
て
い
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
第
五
道
信
章
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
有
『
菩
薩
戒
法
』
一
本
、
及
制
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
、
「
為
有
縁
根
熟
者
、
説
我
此
法
要
。
依
『
楊
伽
経
』
諸
仏
心
第
一
、
又
依
『
文
殊
説
般
若
経
』
一
行
三
味
、
即
念
仏
心
是
仏
、
妄
念
是
凡
夫
(
道
信
に
は
『
菩
薩
戒
法
』
一
巻
が
あ
り
、
ま
た
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
を
撰
し
た
。
「
仏
法
に
縁
を
持
ち
素
質
が
成
熟
し
て
い
る
者
の
た
め
に
、
わ
が
法
要
を
説
こ
う
。
『
楊
伽
経
』
巻
一
に
言
、
つ
「
諸
仏
心
第
二
に
依
り
、
ま
た
『
文
殊
説
般
若
経
』
巻
下
に
説
く
「
一
行
三
味
」
に
依
れ
ば
、
仏
を
念
ず
る
心
こ
そ
が
仏
で
あ
り
、
妄
念
を
生
ず
れ
ば
凡
夫
な
の
だ
)
。
(
道
信
章
)
こ
の
引
用
文
の
う
ち
「
為
有
縁
根
熱
者
、
説
我
此
法
」
以
下
は
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
の
摘
録
で
あ
ろ
う
。
道
信
は
み
ず
か
ら
の
教
説
の
根
拠
と
し
て
『
拐
伽
」
『
文
殊
般
若
』
二
経
を
挙
げ
て
お
り
、
「
即
ち
仏
を
念
ず
る
心
是
れ
仏
、
妄
念
は
是
れ
凡
夫
」
と
は
両
経
を
貫
い
て
の
総
括
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
道
信
章
で
は
、
『
拐
伽
経
』
に
一
言
う
「
諸
仏
心
」
と
は
仏
を
念
ず
る
心
が
す
な
わ
ち
仏
で
あ
る
と
い
う
境
地
に
お
い
て
実
現
さ
れ
、
具
体
的
な
念
仏
の
方
法
は
続
い
て
引
用
さ
れ
る
『
文
殊
般
若
経
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
一
行
三
味
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
文
殊
説
般
若
経
』
云
、
「
文
殊
姉
利
一
言
、
〈
世
尊
、
云
何
名
一
行
三
味
〉
。
仏
一
言
、
〈
:
善
男
子
養
女
人
、
欲
入
一
行
三
味
、
応
処
空
関
、
捨
諸
乱
意
、
不
取
相
貌
。
繋
心
一
仏
、
専
称
名
字
、
随
仏
方
所
、
端
身
正
向
。
能
於
一
仏
、
念
念
相
続
、
即
是
念
中
、
能
見
過
去
・
未
来
・
現
在
諸
仏
・
:
・
如
是
入
一
行
三
味
者
、
尽
(幻】
知
恒
沙
諸
仏
法
界
、
元
差
別
相
〉
」
。
夫
身
心
方
寸
、
挙
足
下
足
、
常
在
道
場
、
施
為
挙
動
、
皆
是
菩
提
(
『
文
殊
説
般
若
経
』
に
言
、
っ
、
「
文
殊
師
利
菩
薩
が
言
、
っ
、
〈
世
尊
よ
、
何
を
一
行
コ
一
味
と
名
づ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
〉
。
仏
は
言
う
、
〈
-
e
・e
・
-
普
き
人
び
と
が
一
行
三
味
に
入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
清
浄
で
静
か
な
場
所
を
選
ぴ
、
雑
念
を
捨
て
、
自
に
映
る
物
に
意
識
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
心
を
一
人
の
仏
に
集
中
さ
せ
、
ひ
た
す
ら
名
号
を
と
な
え
、
仏
の
い
ま
す
国
土
に
向
か
っ
て
身
を
ま
っ
す
ぐ
に
正
す
こ
と
だ
。
一
人
の
仏
を
た
ゆ
ま
ず
念
じ
続
け
れ
ば
、
そ
の
心
に
お
い
て
過
去
・
現
在
未
来
の
諸
仏
に
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
こ
の
よ
う
に
一
行
三
味
に
入
っ
た
者
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
ご
と
き
無
数
の
仏
た
ち
の
、
分
別
を
超
え
た
悟
り
の
境
地
を
こ
と
ご
と
く
知
る
の
だ
〉
」
と
。
か
の
肉
体
も
心
も
、
足
を
上
げ
る
も
下
げ
る
も
常
に
道
場
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
動
作
が
、
す
べ
て
悟
り
と
な
る
の
だ
)
。
(
道
信
章
)
道
信
は
『
文
殊
説
般
若
経
』
を
引
用
し
、
「
一
行
三
味
」
す
な
わ
ち
仏
を
念
ず
る
方
法
を
説
明
す
る
。
し
ず
か
な
場
所
で
意
を
静
め
、
仏
の
名
を
と
な
え
、
身
を
正
し
て
一
人
の
仏
を
念
ず
る
。
そ
の
果
て
に
諸
仏
に
ま
み
え
、
仏
の
境
界
に
参
入
す
る
の
が
「
一
行
三
味
」
で
あ
る
。
そ
し
て
道
信
は
、
一
行
三
味
の
境
界
で
は
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
悟
り
の
境
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
だ
と
付
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
楊
伽
師
資
記
』
が
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
の
は
『
拐
伽
経
』
は
言
葉
を
超
え
心
で
体
得
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
こ
こ
に
引
か
れ
る
「
諸
仏
心
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
道
信
が
「
制
」
し
た
の
は
『
道
に
入
り
心
要
を
安
ん
ず
る
方
便
の
法
門
』
で
あ
る
。
『
楊
伽
師
資
記
』
道
信
章
は
、
「
即
ち
仏
を
念
ず
る
心
船
是
れ
仏
」
と
い
う
「
道
」
あ
る
い
は
「
心
要
」
そ
の
も
の
を
「
拐
伽
繍
経
』
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
方
便
法
門
」
は
考
『
文
殊
般
若
経
』
に
語
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
閉
ま
た
求
那
践
陀
羅
章
に
も
、
『
拐
伽
経
』
の
経
文
を
引
き
念
仏
を
酬
説
く
も
の
と
し
て
解
す
る
箇
所
が
見
え
る
。
山
崎
『
拐
伽
経
』
説
「
云
何
浄
其
念
」
者
、
遺
勿
令
妄
想
、
勿
令
漏
念
。
念
仏
極
着
力
、
念
念
連
注
不
断
、
寂
然
元
念
、
設
本
空
浄
也
。
又
云
「
一
受
不
退
常
寂
然
」
、
則
仏
説
「
云
何
増
長
」
9 
也
(
『
拐
伽
経
』
巻
一
に
説
く
「
ど
の
よ
う
に
そ
の
念
を
清
め
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
は
、
妄
想
を
離
れ
さ
せ
、
妄
念
を
生
じ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
力
の
限
り
仏
を
念
じ
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
念
ず
れ
ば
、
い
つ
か
ひ
っ
そ
り
と
念
を
無
く
し
、
念
ず
る
心
が
も
と
よ
り
空
に
し
て
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
の
だ
。
ま
た
『
維
摩
経
』
仏
国
品
に
「
一
た
ぴ
教
え
を
受
け
れ
ば
退
行
す
る
こ
と
な
く
常
に
平
安
の
境
界
」
と
-
一
言
う
の
は
、
仏
が
説
か
れ
た
『
楊
伽
経
』
に
言
う
「
ど
の
よ
う
に
し
て
浄
め
ら
れ
た
念
を
増
長
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
で
あ
る
)
」
(
求
那
政
陀
羅
章)。
こ
の
一
段
は
、
『
拐
伽
経
』
巻
一
に
見
え
る
大
慧
菩
薩
の
百
人
句
と
い
わ
れ
る
備
の
冒
頭
「
云
何
浄
其
念
、
云
何
念
増
長
。
云
何
見
痴
惑
、
云
何
惑
増
長
」
(
鹿
蔵
十
、
七
八
五
中
)
を
踏
ま
え
る
。
求
那
朕
陀
羅
章
は
、
『
楊
伽
経
』
の
「
其
の
念
を
浄
め
る
」
と
は
仏
を
念
じ
て
最
後
に
は
そ
の
念
を
捨
て
、
さ
ら
に
は
念
が
も
と
も
と
空
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
続
い
て
『
維
摩
経
』
の
一
句
が
引
か
れ
、
そ
れ
が
『
拐
伽
経
』
に
お
け
る
大
慧
菩
薩
の
質
問
に
釈
迦
が
答
え
た
一
言
葉
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
拐
伽
姉
資
記
』
は
『
拐
伽
経
』
の
備
を
、
念
仏
に
よ
っ
て
空
を
悟
り
、
そ
の
清
浄
な
心
を
保
持
す
る
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
道
信
章
の
記
述
は
、
求
那
政
陀
羅
章
で
『
拐
伽
緩
』
一
経
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
『
文
殊
般
若
』
と
『
拐
伽
』
の
ご
経
に
分
担
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
。
。
以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
道
信
章
に
お
け
る
『
拐
伽
経
』
と
『
文
殊
般
若
経
』
の
二
経
は
、
悟
り
そ
の
も
の
と
悟
り
へ
の
実
践
と
し
て
矛
盾
な
く
理
解
さ
れ
る
。
神
秀
章
で
『
文
殊
般
若
経
」
が
所
依
の
経
典
と
さ
れ
る
の
は
恐
ら
く
先
行
す
る
記
録
を
踏
襲
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
玄
殴
や
浄
覚
に
と
っ
て
も
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
記
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
、
『
続
高
僧
伝
』
に
お
け
る
梼
伽
師
と
『
拐
伽
師
資
記
』
『
拐
伽
師
資
記
』
に
お
け
る
『
拐
伽
経
』
理
解
と
『
文
殊
説
般
若
経
』
受
容
の
あ
り
方
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
は
『
拐
伽
師
資
記
』
以
前
の
禅
仏
教
に
お
け
る
両
経
典
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
、
本
書
の
性
格
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
本
章
で
は
、
道
宣
(
五
九
六
j
六
六
七
)
の
『
続
高
僧
伝
」
に
立
伝
さ
れ
る
『
楊
伽
経
』
伝
持
者
た
ち
(
以
下
、
楊
伽
師
と
呼
ぶ
)
を
取
り
上
げ
て
本
書
へ
の
継
承
関
係
を
検
討
す
る
。
『
拐
伽
師
資
記
』
に
は
菩
提
達
摩
章
と
思
空
山
祭
禅
師
章
と
に
『
続
高
僧
伝
」
の
書
名
が
見
え
る
か
ら
、
そ
れ
が
本
書
の
材
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
『
続
高
僧
伝
』
習
禅
鮪
慧
可
伝
に
は
、
菩
提
達
摩
と
慧
可
が
「
拐
伽
経
』
を
伝
授
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
見
え
て
い
る
。
初
達
磨
禅
師
以
『
四
巻
拐
伽
』
授
可
目
、
「
我
観
漢
地
、
惟
有
此
経
。
仁
者
依
行
、
自
得
度
世
」
。
可
専
附
玄
理
、
如
前
所
陳
(
そ
も
そ
も
達
磨
禅
師
は
『
四
巻
拐
伽
』
を
慧
可
に
授
け
て
一
盲
っ
た
。
「
私
が
漢
土
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
た
だ
こ
の
経
典
だ
け
が
ふ
さ
わ
し
い
。
あ
な
た
が
こ
れ
に
従
っ
て
実
践
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
解
脱
を
得
る
だ
ろ
う
」
。
慧
可
が
そ
の
奥
深
い
道
理
を
伝
え
る
こ
と
に
専
念
し
た
こ
と
、
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
《凶
V
る
)
。
(
慧
可
伝
)
こ
の
記
事
は
、
「
調
可
日
〈
有
『
拐
伽
経
』
四
巻
、
仁
者
依
行
、
自
然
度
脱
〉
。
徐
広
如
『
続
高
僧
伝
』
所
明
」
と
し
て
『
拐
伽
師
資
記
』
達
摩
章
に
継
承
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
拐
伽
経
」
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
る
真
実
が
「
玄
理
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
語
は
『
拐
伽
師
資
記
』
達
摩
章
の
対
応
箇
所
で
は
削
除
さ
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
恵
可
章
に
は
「
附
於
玄
理
」
と
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
神
秀
章
で
も
『
拐
伽
経
』
の
宗
旨
を
「
玄
理
」
と
言
っ
て
い
た
。
つ
ぎ
に
「
前
に
陳
ぶ
る
所
の
如
し
」
と
は
、
同
じ
慧
可
伝
に
達
磨
と
の
師
弟
関
係
を
述
べ
る
左
記
の
一
段
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
年
登
四
十
、
遇
天
竺
沙
門
菩
提
達
磨
遊
化
畳
間
洛
。
可
懐
宝
知
道
、
一
見
悦
之
、
奉
以
為
師
、
畢
命
承
旨
。
従
学
六
載
、
精
究
一
乗
、
理
事
兼
融
、
苦
楽
無
滞
、
而
解
非
方
使
、
慧
出
神
心
(
四
十
歳
に
な
っ
て
、
天
竺
の
沙
門
菩
提
達
磨
が
嵩
山
・
洛
陽
を
教
化
し
て
い
る
の
に
出
会
っ
た
。
慧
可
は
も
と
も
と
宝
の
よ
う
な
智
慧
を
抱
き
道
を
知
っ
て
い
た
の
で
二
た
び
ま
み
え
る
や
喜
ぴ
、
師
と
奉
っ
て
そ
の
命
に
従
い
教
え
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。
六
年
の
間
っ
き
従
い
、
一
仏
乗
を
究
め
つ
く
す
と
、
本
体
と
現
象
と
が
融
和
し
、
音
楽
に
と
ら
わ
れ
ず
、
理
解
は
真
実
そ
の
も
の
、
智
慧
は
霊
妙
な
心
に
生
ま
れ
た
)
。
(
慧
可
伝
)
こ
れ
を
『
拐
伽
師
資
記
』
慧
可
章
の
「
年
十
四
、
遇
達
摩
禅
師
遊
化
嵩
洛
、
奉
事
六
載
、
精
究
一
乗
、
附
於
玄
理
。
略
説
惰
明
心
要
法
、
真
登
仏
果
」
と
比
較
す
れ
ば
、
『
楊
伽
師
資
記
』
が
『
続
高
僧
伝
』
を
襲
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
師
資
記
』
が
つ
け
く
わ
え
た
要
素
の
う
ち
「
玄
理
」
「
心
要
」
は
本
書
に
特
徴
的
な
用
語
で
も
あ
る
が
、
『
続
高
僧
伝
』
で
も
慧
可
伝
や
後
述
の
慧
満
伝
、
法
沖
伝
に
現
れ
る
単
語
で
も
あ
り
、
両
書
の
深
い
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
ヲ
命
。
『拐伽師資記J考(荷藤)
ま
た
慧
可
伝
に
は
「
可
之
宗
系
」
と
し
て
慧
満
伝
が
附
伝
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
説
法
を
記
す
。
故
満
毎
説
法
云
、
「
諸
仏
説
心
、
令
知
心
相
是
虚
妄
法
。
今
乃
重
加
心
相
、
深
遠
仏
意
。
又
増
論
議
、
殊
鶏
大
理
」
。
故
使
那
満
等
師
、
常
鷲
『
四
巻
拐
伽
』
以
為
心
要
(
慧
満
は
説
法
す
る
た
び
に
こ
う
言
っ
た
、
「
諸
仏
が
心
を
説
く
の
は
、
心
の
あ
ら
わ
れ
が
虚
妄
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。
い
ま
説
法
を
す
る
こ
と
で
重
ね
て
心
に
形
を
与
え
る
よ
う
な
真
似
を
す
れ
ば
、
根
本
か
ら
仏
の
意
志
に
そ
む
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
議
論
を
加
え
る
な
ら
、
大
い
な
る
道
理
に
違
う
こ
と
に
な
る
の
だ
」
。
だ
か
ら
慧
可
は
那
・
満
の
ニ
師
ら
に
、
つ
ね
に
『
拐
I 
伽
経
』
を
与
え
て
心
に
つ
い
て
の
綱
要
と
し
た
)
O
(
慧
満
伝
)
心
が
無
相
で
あ
る
こ
と
を
説
く
経
典
と
し
て
「
梯
伽
経
』
を
理
解
す
る
の
は
、
『
拐
伽
師
資
記
」
序
で
浄
覚
の
開
悟
が
語
ら
れ
る
際
、
『
拐
伽
経
』
を
引
い
て
示
さ
れ
た
「
但
自
だ
心
元
く
ん
ば
則
ち
名
相
元
し
」
と
の
認
識
に
呼
応
す
る
。
『
続
高
僧
伝
』
に
お
い
て
『
拐
伽
師
資
記
』
と
密
接
に
関
連
す
る
部
分
に
は
、
ほ
か
に
巻
二
十
七
感
通
篇
中
の
法
沖
(
五
八
六
1
?
)
伝
が
あ
る
。
法
沖
伝
は
つ
と
に
沈
曽
植
(
一
八
五
一
l
一
九
二
一
一
)
「
海
日
楼
札
叢
』
巻
五
「
拐
伽
宗
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
拐
伽
師
資
記
』
が
発
見
さ
れ
る
と
胡
適
氏
、
矢
吹
慶
輝
氏
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
該
書
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
た
。
拙
稿
で
は
「
師
資
記
』
に
お
け
る
『
拐
伽
経
』
観
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
資
料
を
再
読
し
て
み
た
し法
沖
伝
に
よ
れ
ば
、
か
れ
は
初
め
安
州
慧
震
(
五
四
七
i
六
三
=
一
)
の
も
と
で
『
大
品
般
若
経
』
と
「
一
ニ
論
」
お
よ
ぴ
『
拐
伽
経
』
を
聴
講
し
た
。
そ
の
後
、
慧
嵩
を
辞
し
た
法
沖
は
慧
可
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
出
会
い
、
つ
い
で
「
又
遇
可
師
親
伝
授
者
、
依
南
天
竺
一
乗
宗
講
之
、
又
得
百
逓
(
さ
ら
に
慧
可
か
ら
直
接
伝
授
さ
れ
た
者
に
出
会
う
と
、
南
天
控
二
乗
宗
に
も
と
づ
い
て
講
義
し
、
こ
れ
ま
た
百
遍
に
及
ん
だ
)
」
と
言
う
よ
う
に
、
慧
可
直
伝
の
『
拐
伽
経
』
解
釈
法
も
得
た
と
い
う
。
そ
の
解
釈
法
は
「
南
天
位
二
乗
宗
」
と
呼
ば
れ
、
師
の
伝
授
を
受
け
た
人
々
の
み
が
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
2
続
い
て
法
沖
伝
は
、
『
楊
伽
経
』
の
来
歴
を
述
べ
る
一
段
を
挿
入
す
る
。
こ
の
一
段
で
は
、
ま
ず
経
典
そ
の
も
の
に
つ
い
て
「
本
経
本
是
宋
求
那
政
陀
羅
翻
・
・
専
喰
念
恵
、
不
在
話
一
吉
田
(
こ
の
経
は
も
と
南
朝
求
那
政
陀
羅
が
翻
訳
し
・
-
そ
の
理
解
に
は
も
っ
ぱ
ら
智
慧
を
念
じ
、
言
語
に
は
依
ら
な
か
っ
た
こ
と
述
べ
、
達
磨
以
降
の
伝
播
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
於
後
達
磨
禅
師
伝
之
南
北
、
志
言
忘
念
、
無
得
正
観
為
宗
。
後
行
中
原
、
恵
可
禅
師
創
得
綱
紐
。
貌
境
文
学
多
不
歯
之
、
領
宗
得
意
者
、
時
能
啓
悟
(
後
に
菩
提
達
磨
が
こ
れ
を
南
北
に
伝
え
、
一
言
葉
と
思
考
を
忘
れ
、
何
物
も
得
ょ
う
と
し
な
い
正
し
い
観
法
を
宗
旨
と
し
た
。
後
に
中
原
に
お
こ
な
わ
れ
、
恵
可
禅
師
が
初
め
て
要
諦
を
得
た
。
北
貌
の
学
者
た
ち
は
多
く
は
比
べ
者
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
宗
旨
を
了
解
し
意
図
を
得
た
者
は
、
開
悟
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
)
。
(
法
沖
伝
)
『
拐
伽
経
』
は
そ
れ
自
体
言
語
に
と
ら
わ
れ
ず
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
達
磨
や
慧
可
に
よ
る
理
解
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
。
「
南
天
竺
一
乗
宗
に
依
っ
て
之
を
構
ず
」
と
は
、
言
葉
を
超
え
た
悟
り
を
根
底
に
お
い
た
自
在
な
『
拐
伽
経
』
講
義
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
達
磨
が
「
鑑
得
正
観
を
宗
と
為
す
」
と
い
う
の
は
コ
一
弘
前
を
学
ん
だ
法
沖
の
理
解
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
慧
可
一
門
の
『
楊
伽
経
』
理
解
も
「
心
相
」
「
語
言
」
を
離
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
、
法
沖
若
年
の
修
学
と
慧
可
流
の
拐
伽
師
ら
の
思
想
と
は
互
い
に
補
い
合
い
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
法
沖
伝
は
続
い
て
今
の
『
楊
伽
経
』
講
説
者
が
人
々
を
惑
わ
せ
て
い
る
と
し
て
、
『
楊
伽
経
』
伝
持
者
の
系
譜
を
記
す
。
今
以
人
代
転
遠
枇
謬
後
学
、
『
可
公
別
伝
」
略
以
詳
之
。
今
欽
師
承
、
以
為
承
嗣
所
学
歴
然
有
拠
(
い
ま
人
も
時
代
も
速
く
隔
た
り
後
学
を
誤
ら
せ
て
い
る
が
、
『
可
公
別
伝
』
は
ほ
ぼ
そ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
い
ま
師
弟
関
係
を
述
べ
て
、
後
継
者
た
ち
の
学
問
を
は
っ
き
り
と
根
拠
あ
る
も
の
に
し
よ
う
)
。
(
法
沖
伝
)
師
弟
関
係
の
系
譜
に
よ
っ
て
慧
可
後
商
た
ち
の
正
統
性
を
主
張
す
る
わ
け
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
慧
可
伝
に
は
「
雄
成
道
非
新
、
而
物
貴
師
受
、
一
時
令
望
、
成
共
非
之
(
成
道
し
て
久
し
か
っ
た
が
、
し
か
し
人
々
は
師
匠
か
ら
の
伝
授
を
尊
ぶ
た
め
、
当
時
の
権
威
あ
る
人
々
は
み
な
彼
を
非
難
し
た
こ
と
し
て
、
達
磨
に
出
会
う
前
の
彼
が
然
る
べ
き
師
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
法
系
の
記
録
は
、
慧
可
の
後
商
た
ち
に
と
っ
て
師
か
ら
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
『
可
公
別
伝
』
に
も
と
づ
い
た
と
恩
わ
れ
る
系
諸
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
達
磨
禅
師
後
、
有
恵
可
・
恵
育
二
人
。
育
師
受
道
心
行
、
日
未
曽
説
。
可
禅
師
後
、
祭
禅
師
、
恵
禅
師
、
盛
禅
師
、
那
老
師
、
端
禅
師
、
長
蔵
師
、
真
法
師
、
玉
法
師
〔
己
上
並
口
説
玄
理
、
不
出
文
記
〕
(
法
沖
伝
)
ま
ず
文
体
、
表
現
に
注
目
す
る
と
、
「
逮
磨
禅
師
後
」
「
可
禅
師
後
」
と
い
う
表
現
が
目
に
つ
く
。
『
拐
伽
師
資
記
』
は
各
祖
師
の
章
の
冒
頭
を
、
「
第
=
寸
費
朝
都
中
沙
門
恵
可
。
承
達
摩
禅
師
後
。
其
可
禅
師
・
」
「
第
四
、
階
朝
箭
州
思
空
山
祭
禅
師
、
承
可
禅
師
後
。
其
祭
禅
師
。
」
と
い
っ
た
形
式
で
始
め
て
お
り
、
こ
れ
は
『
続
高
僧
伝
』
法
沖
伝
も
し
く
は
そ
れ
と
共
通
の
資
料
を
継
承
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
恵
育
が
「
道
を
受
け
心
に
行
じ
、
口
に
未
だ
曽
て
説
か
ず
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
か
れ
が
「
梼
伽
経
』
の
宗
旨
を
完
全
に
体
得
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
沈
黙
を
守
り
後
世
に
法
脈
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
祭
禅
師
よ
り
玉
法
師
ま
で
の
八
人
に
つ
い
て
は
「
己
上
は
並
に
口
に
玄
理
を
説
き
、
文
記
を
出
だ
さ
ず
」
と
評
価
さ
れ
る
が
、
『
拐
伽
師
資
記
』
に
も
、
弘
忍
へ
の
評
価
と
し
て
全
く
同
じ
誇
が
見
え
て
い
た
。
こ
れ
は
用
語
劇
と
内
容
の
双
方
に
関
わ
る
共
通
性
で
あ
る
。
法
沖
伝
は
さ
ら
に
十
二
繍
名
を
列
挙
す
る
が
、
や
は
り
初
め
に
挙
げ
ら
れ
た
恵
育
と
、
恵
可
の
考
後
継
者
の
う
ち
祭
禅
師
以
下
の
人
々
を
も
っ
と
も
高
く
評
価
し
て
い
蹴
る
の
だ
ろ
う
。
『
拐
伽
師
資
記
』
は
、
『
続
高
僧
伝
』
法
沖
伝
の
記
す
酬
拐
伽
師
た
ち
の
、
も
っ
と
も
正
統
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
一
派
の
宗
風
慨
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。
3
な
お
法
沖
そ
の
人
に
つ
い
て
は
、
「
遠
く
可
師
の
後
を
承
」
け
た
l
六
名
の
う
ち
「
沖
法
師
(
疏
五
巻
)
」
と
記
さ
れ
る
人
物
が
そ
れ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
法
沖
伝
は
、
か
れ
の
『
拐
伽
経
』
理
解
に
つ
い
て
、
「
須
便
為
引
、
曽
未
渉
文
、
而
通
変
適
縁
、
寄
勢
陶
誘
(
便
宜
に
従
っ
て
導
い
て
文
字
の
解
釈
は
せ
ず
、
機
会
を
と
ら
え
、
相
手
の
態
勢
を
見
て
誘
引
し
た
こ
と
評
し
、
義
理
の
注
釈
を
請
う
者
に
答
え
た
「
義
者
、
道
理
也
。
一
重
視
己
段
、
況
箭
在
紙
、
食
中
之
危
失
(
義
理
と
は
道
理
で
あ
る
。
一
言
葉
は
す
で
に
粗
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
ま
し
て
紙
の
上
に
記
さ
れ
た
も
の
は
粗
大
な
上
に
も
粗
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
言
葉
を
伝
え
る
。
法
沖
の
『
楊
伽
経
』
講
義
は
、
具
体
的
な
質
問
や
相
手
の
素
質
に
応
じ
て
自
在
に
な
さ
れ
る
も
の
で
、
文
意
を
追
っ
た
解
釈
や
ま
と
ま
っ
た
教
理
は
説
か
な
か
っ
た
。
先
に
見
た
「
南
天
竺
一
乗
宗
に
依
り
て
之
を
構
ず
」
と
は
こ
う
し
た
教
化
方
法
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
『
楊
伽
師
資
記
』
に
お
け
る
『
拐
伽
経
』
の
理
解
方
法
や
用
語
、
表
現
は
、
『
続
高
僧
伝
』
に
伝
え
ら
れ
る
拐
伽
師
た
ち
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
師
承
関
係
の
確
立
は
慧
可
以
来
の
課
題
で
あ
っ
て
、
『
楊
伽
師
資
記
』
は
そ
れ
を
継
承
し
完
成
さ
せ
た
も
の
と
も
み
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
五
、
北
朝
か
ら
惰
唐
に
お
け
る
『
文
殊
説
般
若
経
』
畏
容
次
に
『
文
殊
説
般
若
経
」
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
北
朝
山
東
の
刻
経
碑
や
摩
崖
経
、
石
窟
に
「
文
殊
4
般
若
経
』
が
刻
ま
れ
る
例
が
ま
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
頼
非
『
山
東
北
朝
仏
教
摩
崖
刻
経
』
(
科
学
出
版
社
、
二
O
O七
年
)
に
よ
れ
ば
、
北
朝
山
東
の
仏
教
石
刻
に
「
文
殊
般
若
経
』
は
次
の
十
四
例
あ
る
。
①
山
東
東
平
洪
頂
山
北
山
居
壁
(
頼
氏
は
『
摩
釘
般
若
経
』
と
擬
題
)
②
山
東
東
平
洪
頂
山
北
山
屋
壁
③
山
東
東
平
洪
頂
山
南
屋
壁
④
山
東
郷
城
峰
山
妖
精
洞
⑤
山
東
郷
城
幌
山
五
華
峰
⑥
山
東
郷
城
陽
山
(
録
文
無
し
)
⑦
山
東
波
上
水
牛
山
摩
崖
経
(
頼
氏
は
「
摩
詞
般
若
経
』
と
擬
題
)
③
山
東
波
上
水
牛
山
碑
③
南
響
堂
山
二
窟
前
壁
左
北
⑬
山
東
新
泰
狙
徳
山
⑪
山
東
部
城
尖
山
⑫
山
東
郷
城
尖
山
(
経
題
の
み
)
⑬
充
州
金
口
域
⑬
充
州
金
口
靖
こ
れ
ら
石
刻
『
文
殊
般
若
経
』
に
は
明
ら
か
な
定
型
が
あ
り
、
頼
氏
が
録
文
を
報
告
す
る
十
三
例
の
う
ち
経
題
の
み
を
刻
む
⑫
、
後
述
の
①
⑦
を
除
い
た
⑦
③
④
⑤
、
⑨
⑬
⑪
、
⑬
⑬
の
九
例
が
ま
っ
た
く
同
じ
九
十
八
字
を
刻
み
、
長
文
の
③
も
後
半
は
当
該
経
文
で
あ
る
。
そ
の
九
十
人
字
と
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
文
殊
師
利
白
仏
言
、
「
世
尊
、
何
故
名
般
若
波
羅
蜜
」
。
仏
言
、
「
般
若
波
羅
蜜
無
辺
無
際
、
無
名
盤
相
、
非
思
量
、
無
帰
依
、
無
洲
渚
、
無
犯
無
福
、
無
晦
無
明
、
如
法
界
無
有
分
斉
、
亦
無
限
数
、
是
名
般
若
波
緩
蜜
、
亦
名
菩
薩
摩
詞
稜
行
処
。
非
行
、
非
不
行
処
、
悉
入
一
乗
、
名
非
行
処
。
何
以
故
、
無
念
無
作
故
」
。
こ
の
経
文
は
『
文
殊
説
般
若
経
』
巻
下
、
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
は(凶
}
何
か
と
い
う
経
典
の
根
本
を
問
い
そ
し
て
答
え
る
一
段
で
あ
る
が
『
楊
伽
師
資
記
』
道
信
章
が
「
一
行
三
味
」
の
解
説
と
し
て
引
く
一
段
は
、
こ
の
つ
ね
に
石
に
刻
ま
れ
る
部
分
の
直
後
に
連
続
す
る
経
文
で
あ
る
。
桐
谷
征
一
「
北
斉
摩
農
刻
経
の
成
立
と
ダ
ル
マ
の
壁
観
」
(
『
田
賀
龍
彦
博
士
古
稀
記
念
論
集
仏
教
思
想
仏
教
史
論
集
」
山
喜
房
仏
書
林
、
二
O
O
一
年
)
は
こ
の
事
実
を
指
摘
し
、
刻
経
集
団
に
【凶〕
よ
る
一
行
三
味
の
実
践
を
想
定
し
て
い
る
。
「
一
行
三
味
」
を
説
く
刻
経
は
未
発
見
な
の
で
桐
谷
氏
の
説
は
に
わ
か
に
首
肯
し
が
た
い
が
、
北
朝
に
お
け
る
『
文
殊
般
若
」
と
禅
観
と
の
結
び
つ
き
は
、
次
に
見
る
⑦
山
東
波
上
水
牛
山
摩
崖
『
文
殊
説
般
若
経
』
(
北
斉
)
の
経
文
か
ら
確
実
で
あ
る
。
舎
利
弗
、
汝
間
〈
云
何
名
仏
、
云
何
観
仏
〉
者
、
不
生
不
滅
、
不
来
不
去
、
非
名
非
相
、
是
名
為
仏
。
如
自
観
身
実
相
、
観
仏
亦
然
、
唯
有
智
者
乃
能
知
耳
、
是
名
観
仏
。
こ
れ
は
「
文
殊
説
般
若
経
』
巻
上
で
「
仏
を
観
ず
る
」
こ
と
を
説
く
一
段
で
あ
る
。
水
牛
山
に
は
い
ま
一
つ
③
「
文
殊
般
若
経
』
刻
経
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
そ
の
経
文
に
は
定
型
の
九
十
八
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。
頼
非
著
に
よ
れ
ば
、
当
該
碑
は
水
牛
山
頂
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
水
牛
山
刻
経
は
、
山
中
の
崖
に
は
「
観
仏
」
の
実
践
を
説
く
経
文
を
刻
み
、
山
頂
の
石
碑
に
は
観
仏
=
一
味
の
は
て
に
開
け
て
く
る
は
ず
の
「
般
若
波
羅
蜜
」
の
世
界
そ
の
も
の
を
刻
む
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
桐
谷
氏
前
掲
論
文
も
、
洪
頂
山
刻
経
(
①
②
)
に
同
じ
構
成
を
見
出
し
て
「
参
禅
者
の
た
め
の
一
種
の
公
案
と
な
っ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。
北
朝
の
刻
経
集
団
は
「
文
殊
般
若
経
』
に
も
と
づ
く
禅
観
修
行
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
彼
ら
に
よ
る
「
一
行
三
味
」
の
実
践
は
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
直
前
の
経
文
へ
の
重
視
が
惰
唐
の
仏
教
者
を
「
一
行
三
味
」
に
着
目
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
こ
れ
も
従
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
陪
初
唐
の
天
台
宗
お
よ
び
浄
土
教
の
典
籍
に
「
文
殊
般
若
経
』
を
典
拠
と
す
る
「
一
行
三
味
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
天
台
智
額
(
五
三
八
l
五
九
七
)
の
『
摩
詞
止
観
』
巻
二
上
で
は
、
常
坐
、
常
行
、
半
行
半
坐
、
非
行
非
坐
の
四
種
三
味
を
説
く
中
で
、
「
一
に
常
坐
な
る
者
は
、
『
文
殊
説
』
『
文
殊
問
』
両
般
若
に
出
で
、
名
づ
け
て
一
行
一
一
-
昧
と
為
す
」
(
大
正
蔵
四
六
、
一
一
上
)
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
浄
土
教
の
大
船
成
者
の
一
人
で
あ
る
道
締
(
五
六
二
l
六
四
五
)
の
『
安
楽
集
」
巻
繍
下
で
は
、
「
念
仏
三
昧
を
以
っ
て
宗
と
為
す
」
経
典
と
し
て
『
花
首
経
』
考
『
文
殊
般
若
』
『
混
紫
経
』
『
観
経
』
(
観
無
量
寿
経
)
、
『
般
舟
経
』
(
般
開
舟
三
昧
経
)
、
「
大
智
度
論
』
『
華
厳
経
』
『
豊
田
王
経
」
の
八
部
を
挙
棚
げ
、
『
文
殊
般
若
』
に
つ
い
て
は
「
第
二
、
『
文
殊
般
若
』
に
依
り
て
問
一
行
=
一
味
を
明
か
す
と
は
」
(
大
正
蔵
四
七
、
一
四
下
)
と
し
て
『
楊
5
伽
師
資
記
』
道
信
章
と
ま
っ
た
く
同
じ
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
ー
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
「
楊
伽
師
資
記
』
が
天
台
あ
る
い
は
浄
土
の
〔
Mg
修
行
法
を
取
り
入
れ
た
と
理
解
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
智
顔
や
道
縛
に
と
っ
て
の
「
一
行
三
味
」
は
、
複
数
の
観
法
を
列
挙
す
る
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
『
楊
伽
師
資
記
』
の
神
秀
が
自
ら
の
法
門
の
依
り
所
と
し
て
掲
げ
た
の
と
は
こ
と
な
っ
て
い
る
。
北
朝
の
石
刻
に
お
い
て
す
で
に
『
文
殊
般
若
経
』
が
禅
観
の
手
引
き
と
し
て
使
用
さ
れ
、
「
一
行
三
味
」
を
説
く
直
前
の
経
文
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
北
朝
仏
教
に
お
い
て
す
で
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
教
説
が
、
陪
唐
の
天
台
、
海
土
、
禅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
に
結
実
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
ろ
う
。
六
、
『
拐
伽
師
資
記
』
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
禅
法
以
上
が
、
『
拐
伽
経
』
『
文
殊
般
若
経
』
の
受
容
を
中
心
と
し
た
、
『
梯
伽
姉
資
記
』
の
基
本
思
想
と
そ
の
前
史
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
そ
の
結
果
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
に
お
い
て
は
『
拐
伽
経
』
と
『
文
殊
般
若
経
』
と
が
真
実
と
方
便
の
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
両
経
の
受
容
の
あ
り
方
が
本
書
の
成
立
以
前
に
、
し
か
も
達
摩
禅
宗
に
局
限
さ
れ
な
い
広
義
の
修
禅
者
た
ち
の
実
践
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
『
拐
伽
師
資
記
』
全
体
に
敷
街
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
真
実
の
あ
り
方
と
そ
こ
に
到
達
す
る
方
便
と
の
両
者
を
説
こ
う
と
い
う
態
度
は
、
機
根
の
ち
が
い
に
対
す
る
本
書
の
意
識
に
も
6
由
来
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
求
那
践
陀
羅
章
で
は
「
我
法
秘
黙
、
不
為
凡
愚
浅
識
所
伝
。
要
是
福
徳
厚
人
、
乃
能
受
行
(
我
が
法
は
秘
し
て
語
ら
れ
ず
、
凡
夫
や
見
識
の
浅
薄
な
人
々
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
福
徳
の
豊
か
な
人
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
受
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
こ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
道
信
章
に
は
長
期
に
わ
た
る
修
行
の
継
続
に
つ
い
て
説
く
一
段
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
修
行
者
が
「
上
上
人
」
「
中
上
人
」
「
中
下
人
」
「
下
下
人
」
の
四
種
に
等
級
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
真
実
を
伝
え
る
困
難
を
説
く
一
方
、
機
根
の
劣
っ
た
人
び
と
へ
の
教
化
に
も
気
を
配
る
の
が
「
拐
伽
師
資
(
幻
}
記
』
の
立
場
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
梯
伽
経
』
と
他
経
典
の
使
い
分
け
も
、
相
手
の
機
根
に
応
じ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
弘
忍
の
十
大
弟
子
の
中
で
さ
え
「
玄
理
通
快
」
を
許
さ
れ
た
人
物
は
神
秀
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
「
上
上
の
人
」
な
ど
、
実
際
に
は
幾
人
も
い
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
本
書
の
撰
者
持
覚
も
ま
た
、
自
ら
を
「
小
人
」
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
道
信
章
に
二
回
説
か
れ
る
「
初
学
坐
禅
」
の
方
法
か
ら
、
「
就
ー
だ
事
而
徴
(
事
に
就
き
て
徴
す
)
」
(
求
那
政
陀
羅
章
)
、
「
指
事
問
義
(
事
を
指
し
て
義
を
問
、
つ
)
」
(
達
摩
章
)
と
い
っ
た
難
解
な
問
答
法
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
の
実
践
法
を
説
く
が
、
こ
れ
も
『
楊
伽
経
』
の
宗
旨
を
伝
え
る
困
難
が
根
底
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
本
書
が
伝
え
る
禅
法
の
多
く
は
、
「
一
行
三
味
」
と
同
じ
く
東
山
法
門
以
前
の
実
践
に
淵
源
し
、
達
摩
禅
宗
以
外
の
修
禅
者
に
よ
る
行
法
と
共
通
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
道
信
章
に
、
「
『
普
賢
観
経
』
云
、
〈
一
切
業
障
海
、
皆
従
妄
相
生
。
若
欲
俄
悔
者
、
端
坐
念
実
相
、
是
名
第
一
機
悔
〉
」
と
言
う
(
ス
タ
イ
ン
本
「
悔
」
字
無
し
)
。
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
こ
の
通
り
の
経
文
は
な
く
、
最
初
の
四
句
は
備
の
一
部
、
「
是
名
第
一
機
悔
」
は
長
行
部
に
あ
る
「
是
れ
剃
利
居
土
の
第
一
機
悔
を
修
む
る
と
名
づ
く
」
(
麗
蔵
二
一
、
三
三
五
下
)
を
備
に
合
採
し
た
文
句
だ
が
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
四
上
に
も
「
『
普
賢
観
』
云
、
〈
端
坐
念
実
相
、
是
名
第
一
俄
〉
」
(
大
正
蔵
四
六
、
三
九
下
)
と
あ
っ
て
、
天
台
の
修
禅
者
と
同
じ
経
文
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
道
信
章
で
は
「
仏
即
ち
是
れ
心
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
た
め
の
五
種
の
法
門
を
列
挙
す
る
が
、
そ
の
五
番
目
は
「
守
一
不
移
」
〔
n】
と
さ
れ
る
。
早
く
呉
の
支
謙
訳
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
上
に
「
悟
憐
守
て
欣
然
不
移
(
外
界
へ
の
こ
だ
わ
り
を
無
く
し
て
専
一
で
お
り
、
そ
の
境
地
を
よ
ろ
こ
ん
で
堅
持
す
る
)
」
(
鹿
蔵
二
O
、
八
三
=
一
上
)
と
あ
り
、
こ
の
用
語
が
禅
宗
よ
り
は
る
か
に
古
い
由
来
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
一
雪
百
一
」
に
淵
源
し
、
『
太
平
経
』
に
「
守
一
入
室
知
神
戒
第
一
百
五
十
三
」
な
る
一
章
が
立
て
ら
れ
る
な
ど
後
漢
以
来
の
道
教
が
主
張
し
た
実
践
で
も
あ
る
。
こ
と
に
初
唐
の
六
八
O
年
こ
ろ
ま
で
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
「
太
上
妙
法
本
相
経
』
巻
五
綜
説
品
で
《
nvは
、
「
人
能
断
情
去
色
、
守
一
不
移
、
其
功
必
達
」
(
敦
健
文
書
P
二
四
二
九
)
と
、
『
楊
伽
師
資
記
』
と
全
く
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
。
道
信
章
に
お
け
る
「
守
こ
の
目
的
は
こ
の
身
が
「
未
だ
壊
滅
せ
ざ
る
と
雄
も
、
畢
寛
是
れ
空
」
で
あ
る
こ
と
を
観
察
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
じ
章
の
後
文
で
は
『
荘
子
」
斉
物
論
篇
の
「
天
地
一
指
、
万
物
一
馬
」
を
引
用
し
て
、
「
故
に
『
荘
子
』
は
猶
お
一
に
滞
る
な
り
」
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
用
心
を
見
る
と
き
、
次
に
引
く
弘
忍
章
の
「
看
一
字
」
な
る
禅
定
は
た
し
か
に
「
初
心
の
人
」
の
た
め
の
禅
法
な
の
だ
と
了
解
さ
れ
る
。
若
初
心
人
禁
縁
多
、
且
向
心
中
看
一
字
。
議
後
坐
時
、
状
若
瞭
野
沢
中
、
泊
処
独
一
高
山
、
山
上
露
地
坐
、
四
顧
遠
看
、
元
有
辺
畔
。
坐
時
満
世
界
、
寛
放
身
心
、
住
仏
境
界
、
清
浄
法
身
、
元
有
辺
畔
(
も
し
初
心
の
人
で
雑
念
が
多
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
心
の
中
に
「
こ
字
を
観
想
せ
よ
。
こ
の
行
を
成
就
し
て
坐
禅
を
す
れ
ば
、
そ
の
境
地
は
広
い
平
原
の
中
、
一
つ
だ
け
高
く
そ
び
え
る
山
に
お
り
、
山
頂
に
坐
っ
て
四
方
を
遠
く
見
や
り
、
果
恥
て
し
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
坐
る
時
に
は
世
界
明
い
っ
ぱ
い
に
心
身
を
解
き
放
ち
、
仏
の
境
界
に
と
ど
ま
っ
て
自
考
己
の
清
浄
な
る
法
身
が
無
限
に
広
が
る
の
だ
)
0
(
弘
忍
章
)
間
雑
念
を
鎮
め
る
た
め
、
「
こ
と
い
う
字
を
心
中
に
観
想
す
る
こ
仰
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
修
行
が
成
就
し
た
暁
に
は
、
山
上
で
防
四
方
を
見
わ
た
す
よ
う
に
世
界
す
べ
て
が
己
の
法
身
と
な
る
境
地
が
7
開
け
て
く
る
。
同
じ
弘
忍
章
で
『
拐
伽
経
』
の
「
境
界
法
身
」
を
引
l
い
て
説
明
し
た
の
も
、
こ
の
境
地
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
禅
法
に
よ
く
似
た
実
践
が
、
道
教
文
献
で
あ
る
『
三
論
元
旨
』
に
も
見
え
る
。
そ
の
虚
妄
章
に
「
夫
れ
乱
心
多
き
が
故
に
、
方
に
今
ま
一
を
守
る
べ
し
:
:
:
若
し
心
想
刷
燥
に
し
て
浮
詳
し
、
h
ど
踊
む
る
も
住
ま
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
須
ら
く
心
を
放
ち
、
遠
く
四
極
の
は
る
境
を
観
、
先
ず
東
方
無
極
世
界
を
観
、
週
か
に
空
冥
の
際
、
窃
砂
の
中
に
入
る
。
南
・
西
・
北
方
も
、
亦
た
是
く
の
如
く
す
。
心
想
を
し
て
想
極
め
し
め
て
方
始
め
て
牧
帰
せ
ん
」
(
道
蔵
二
一
一
、
九
O
八
A
M
-下
)
と
説
く
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
守
一
(
看
一
字
)
」
の
実
践
そ
の
も
の
な
の
か
そ
の
結
果
な
の
か
と
い
う
差
は
あ
れ
、
世
界
の
全
体
に
広
が
る
自
己
を
体
験
す
る
の
は
『
拐
伽
師
資
記
』
に
異
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
『
三
論
元
旨
』
は
「
守
二
法
を
説
明
し
た
後
、
「
此
れ
自
り
己
下
は
、
心
を
灰
に
し
て
一
を
忘
る
、
h
T
 
則
ち
是
れ
心
を
忘
れ
観
を
遺
る
、
次
心
の
学
ぶ
所
な
り
」
(
道
蔵
二
二
、
九
O
九
上
)
と
言
い
、
「
守
こ
の
実
践
は
あ
く
ま
で
も
雑
お
さ
念
を
摂
め
る
た
め
の
一
時
的
な
も
の
だ
と
断
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
拐
伽
師
資
記
』
に
見
え
る
「
一
」
へ
の
批
判
は
、
す
で
に
考
慮
済
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
『
三
論
元
旨
』
は
天
宝
元
年
《お》
(
七
四
二
)
以
降
の
成
書
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
該
書
が
『
拐
伽
師
資
記
』
の
批
判
に
応
え
つ
つ
そ
の
膜
想
法
を
受
容
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
お
そ
ら
く
初
学
者
の
実
践
に
お
い
て
は
道
仏
二
教
に
共
通
す
る
こ
と
が
多
く
、
「
拐
伽
師
資
記
』
は
そ
れ
を
忠
実
に
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
18 
お
わ
り
に
「
楊
伽
師
資
記
』
で
は
、
『
拐
伽
経
』
の
宗
旨
は
言
葉
を
超
え
て
心
に
お
い
て
悟
る
ほ
か
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
楊
伽
経
』
に
つ
い
て
は
短
句
の
引
用
が
中
心
で
、
具
体
的
な
実
践
法
は
他
の
経
典
に
も
と
づ
い
て
解
説
す
る
と
い
う
戦
略
が
採
ら
れ
た
。
本
書
に
お
け
る
『
文
殊
説
般
若
経
」
の
依
用
は
『
拐
伽
経
』
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
書
の
論
理
に
何
ら
矛
盾
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
書
の
『
楊
伽
経
』
観
は
『
続
高
僧
伝
』
の
伝
え
る
拐
伽
師
た
ち
を
受
け
継
い
で
お
り
、
『
文
殊
般
若
経
」
の
使
用
も
北
朝
ま
で
源
流
を
た
ど
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
収
録
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
法
も
、
多
く
は
古
い
来
歴
を
持
ち
あ
る
い
は
他
宗
派
と
共
通
す
る
と
推
測
さ
れ
ヲゐ。
『
拐
伽
師
資
記
』
の
引
用
す
る
種
々
の
禅
定
法
は
、
あ
く
ま
で
も
『
拐
伽
経
』
の
宗
旨
を
目
標
と
し
、
ま
た
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
京
師
に
進
出
し
て
拡
大
を
つ
づ
け
る
八
世
紀
の
禅
宗
教
団
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
禅
法
に
安
易
な
理
解
を
す
る
人
び
と
も
現
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
に
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
燈
史
で
あ
る
「
伝
法
宝
紀
」
巻
末
の
「
論
」
は
、
同
時
代
の
禅
宗
界
を
次
の
よ
う
に
観
察
す
る
。
念
仏
浄
心
之
方
使
、
混
此
彼
流
、
真
如
法
身
之
端
侃
、
曽
何
努
第
、
悲
夫
。
量
悟
念
性
本
空
、
罵
有
念
処
、
浄
性
己
寂
、
夫
何
浄
心
(
仏
を
念
じ
て
心
を
清
め
る
方
便
は
真
実
と
混
同
さ
れ
て
し
ま
い
、
真
如
法
身
の
端
侃
を
か
す
か
に
見
る
こ
と
す
ら
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
悲
し
い
こ
と
だ
。
念
は
本
質
と
し
て
は
空
で
あ
る
か
ら
念
ず
る
主
体
は
な
く
、
清
ら
か
な
本
性
が
も
と
よ
り
静
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
心
宇
清
め
る
必
要
な
ど
な
い
と
、
ど
う
し
て
悟
ら
な
い
の
か
)
。
(
ペ
リ
オ
三
五
五
九
)
『
拐
伽
師
資
記
」
が
目
指
し
た
の
は
心
の
無
相
を
悟
る
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
と
は
念
の
空
を
体
得
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
伝
法
宝
紀
』
は
、
方
便
が
真
実
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
現
実
を
こ
そ
嘆
い
(お
V
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
っ
て
著
者
の
見
た
実
態
を
論
評
す
る
『
伝
法
宝
紀
』
に
対
し
、
『
梯
伽
師
資
記
』
が
伝
え
る
の
は
初
唐
以
来
の
伝
統
的
な
理
念
と
実
践
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
重
層
性
、
多
様
性
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
禅
者
た
ち
を
取
り
込
み
つ
つ
禅
問
答
な
ど
の
独
自
の
禅
法
を
練
り
上
げ
、
達
摩
を
初
祖
と
す
る
教
団
に
ま
と
ま
っ
て
ゆ
く
禅
宗
の
形
成
過
程
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
注
(
1
)
『
鈴
木
大
拙
全
集
増
補
新
版
」
十
八
(
岩
波
書
庖
、
二
O
O
一
年
)
(
2
)
『
柳
田
聖
山
集
第
六
巻
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
(
法
蔵
館
、
ご
0
0
0年
)
(
3
)
『
梯
伽
師
資
記
』
の
テ
ク
ス
ト
と
研
究
論
文
の
目
録
と
し
て
は
、
田
中
良
昭
程
正
「
敦
焼
禅
宗
文
献
分
類
目
録
I
燈
史
類
」
(
『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
O
、
二
O
O八
年
)
を
参
照
。
(
4
)
浄
覚
の
事
跡
に
つ
い
て
は
中
川
孝
「
拐
伽
師
資
記
の
成
立
に
つ
い
て
l
著
者
の
時
代
的
考
察
と
そ
の
思
想
的
背
景
」
(
『
東
北
薬
科
大
学
紀
要
」
七
、
一
九
六
O
年
)
、
程
正
「
浄
覚
そ
の
人
と
思
想
」
(
『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
十
三
・
十
四
号
、
二
O
O
二
)
に
詳
し
い
。
(
5
)
千
四
た
く
ま
「
ふ
た
り
の
浄
覚
」
(
『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
」
一
、
二
O
O六
)
は
、
こ
れ
ら
三
資
料
の
問
、
ま
た
各
資
料
の
内
部
に
矛
盾
が
あ
る
と
し
て
、
李
収
「
大
慈
禅
師
墓
誌
銘
弁
序
」
の
墓
主
で
あ
る
大
慈
持
覚
(
六
八
八
i
七
四
六
)
が
『
楊
伽
師
資
記
』
の
作
者
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
碑
に
記
さ
れ
た
大
慈
浄
覚
の
事
跡
は
『
師
資
記
』
自
序
に
述
べ
る
浄
覚
の
経
歴
と
ま
る
で
一
致
せ
ず
、
筆
者
は
賛
同
し
な
い
。
(
6
)
千
田
前
掲
論
文
は
、
「
注
心
経
序
」
に
持
覚
の
出
身
を
趨
遥
公
房
の
章
氏
と
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
掌
皇
后
の
鮒
馬
房
章
氏
と
は
別
系
統
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
浄
覚
碑
銘
」
の
内
容
を
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
章
后
の
弟
で
あ
る
と
言
う
の
は
「
浄
覚
碑
銘
」
の
み
、
遺
遥
船
公
章
箆
の
末
商
で
あ
る
と
言
う
の
は
「
注
心
経
序
」
の
み
な
の
だ
か
繍
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
楊
曽
文
『
唐
五
代
考
禅
宗
史
』
第
四
章
第
三
節
「
早
期
禅
宗
史
書
《
拐
伽
師
資
記
》
和
《
伝
制
法
宝
紀
》
」
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
が
指
摘
す
る
鵬
よ
う
に
「
弟
」
を
一
族
に
お
け
る
同
世
代
の
人
物
と
考
え
れ
ば
、
一
一
伽
資
料
聞
の
不
整
合
も
無
い
こ
と
に
な
る
。
し
ば
ら
く
楊
氏
説
に
従
う
。
問
(
7
)
『
注
心
経
』
の
テ
ク
ス
ト
は
敦
健
博
物
館
七
七
号
本
を
用
い
た
。
(
8
)
『
梼
伽
経
』
巻
一
「
自
心
現
境
界
、
普
解
其
義
、
種
種
衆
生
種
種
心
色
、
無
量
度
門
、
随
類
普
現
、
於
五
法
自
性
・
識
・
二
種
元
我
、
19 
究
寛
通
達
」
(
麗
蔵
十
、
七
八
五
上
)
、
巻
四
「
五
法
・
自
性
・
識
二
無
我
分
別
趣
相
者
、
調
名
相
妄
想
・
正
智
・
如
知
」
(
麗
蔵
十
、
八
一
一
五
下
)
。
(
9
)
中
国
国
家
図
書
館
蔵
B
D
6
2
5
1
(海
五
一
、
縮
微
八
四
一
一
一
)
(
叩
)
本
書
の
撰
述
年
代
に
つ
い
て
、
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
I
」
は
神
秀
章
に
容
宗
を
「
太
上
皇
」
を
呼
ぶ
こ
と
を
根
拠
に
先
天
二
年
か
ら
開
元
四
年
ま
で
の
成
書
と
推
定
す
る
が
、
千
田
た
く
ま
「
「
楊
伽
師
資
記
」
の
撰
述
年
代
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
五
六
t
一、
ご
O
O七
年
)
で
論
ず
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
け
る
皇
帝
の
呼
称
に
は
複
数
時
点
で
の
も
の
が
混
在
し
て
お
り
年
代
決
定
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
「
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
に
お
い
て
、
浄
覚
の
自
序
に
云
う
参
学
の
年
次
と
敬
賢
の
没
年
を
手
が
か
り
に
「
閑
元
七
・
八
年
頃
」
(
九
O
頁
)
と
推
定
し
て
い
た
の
が
穏
当
な
説
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
U
)
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
」
全
体
に
わ
た
る
論
考
と
し
て
は
、
中
嶋
隆
裁
「
《
楊
伽
師
資
記
・
道
信
伝
}
管
窺
」
(
『
仏
学
研
究
』
三
、
一
九
九
四
年
)
参
照
。
(
ロ
)
柳
幹
康
「
禅
者
が
見
た
心
|
馬
祖
の
『
拐
伽
経
』
解
釈
の
新
し
さ
」
(
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
」
十
、
二
O
一
二
年
)
も
同
じ
解
釈
。
(
沼
)
『
文
殊
説
般
若
経
』
に
は
、
梁
長
陀
羅
仙
訳
『
文
殊
師
利
所
説
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
上
下
二
巻
と
、
梁
僧
伽
婆
羅
訳
『
文
殊
師
利
所
説
般
若
波
羅
蜜
経
」
一
巻
の
二
訳
が
現
存
す
る
。
こ
の
う
ち
、
「
一
行
三
昧
」
を
説
く
経
文
を
含
む
の
は
員
陀
羅
仙
訳
で
あ
る
。
(
M
)
以
下
、
高
鹿
蔵
の
巻
数
、
頁
数
は
新
文
豊
出
版
公
司
『
景
印
高
麗
大
蔵
経
』
の
も
の
。
(
日
)
「
続
高
僧
伝
』
に
は
噴
砂
蔵
本
を
用
い
る
(
『
仏
学
名
著
選
刊
高
20 
僧
伝
合
集
」
上
海
古
籍
出
版
社
、
ご
O
一
一
年
)
。
(
凶
)
胡
適
「
{
梯
伽
師
資
記
》
序
」
(
一
九
二
二
年
脱
稿
、
『
胡
適
学
術
文
集
中
国
仏
学
史
」
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
)
、
矢
吹
鹿
輝
『
鳴
沙
鈴
韻
解
説
筒
』
(
原
刊
一
九
三
三
年
、
臨
川
書
庖
、
一
九
八
O
年)。
(
げ
)
石
刻
本
文
は
頼
非
著
録
文
の
ほ
か
、
同
氏
編
『
中
図
書
法
全
集
ロ
北
朝
摩
崖
刻
経
』
(
栄
宝
斎
、
二
O
O
O年
)
、
高
橋
蒼
石
『
北
朝
の
摩
崖
』
(
天
来
書
院
、
二
O
二
一
年
l
)
の
写
真
を
参
照
し
た
。
(
四
)
頼
非
著
は
本
碑
を
含
め
北
朝
の
石
刻
『
文
殊
般
若
』
を
す
べ
て
僧
伽
婆
羅
訳
に
比
定
す
る
(
一
六
七
頁
、
二
六
人
頁
等
)
。
確
か
に
大
正
蔵
本
(
高
鹿
再
彫
本
)
の
愛
陀
羅
仙
訳
と
は
文
字
に
小
異
が
あ
る
が
、
大
正
蔵
校
勘
記
に
よ
れ
ば
宋
元
田
明
三
本
と
宮
内
庁
本
は
石
刻
本
に
一
致
し
て
お
り
、
房
山
石
経
(
附
唐
刻
経
)
の
長
陀
羅
仙
訳
も
末
尾
「
無
念
無
作
故
」
を
「
無
念
盤
作
作
故
」
に
作
る
ほ
か
は
石
刻
本
に
一
致
す
る
(
華
夏
出
版
社
『
一
一
層
山
石
経
」
一
、
一
一
一
五
頁
)
。
さ
ら
に
①
お
よ
び
⑦
の
内
容
は
長
陀
羅
仙
訳
の
み
に
見
え
る
経
文
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
他
の
「
文
殊
般
若
』
刻
経
も
畏
陀
羅
仙
訳
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
(
m
M
)
田
熊
信
之
「
僧
調
の
心
法
と
僧
安
道
一
」
(
『
学
苑
』
八
五
七
、
二
O
二
一
年
)
も
、
『
甥
伽
師
資
記
』
の
「
一
行
三
味
」
は
北
斉
の
僧
安
ら
刻
経
集
団
の
行
道
に
淵
源
す
る
と
推
定
し
て
い
る
。
(
刷
出
〉
塚
本
善
隆
「
南
岳
承
遠
伝
と
そ
の
浄
土
教
」
(
『
塚
本
善
隆
著
作
集
第
四
巻
中
国
浄
土
教
史
研
究
」
大
東
出
版
社
、
}
九
七
六
年
)
、
関
口
真
大
『
天
台
止
観
の
研
究
」
第
三
章
「
天
台
止
観
の
展
開
と
影
響
」
(
岩
波
書
庖
、
一
九
六
九
年
)
は
、
静
土
あ
る
い
は
天
台
か
ら
禅
の
「
一
行
三
味
」
へ
の
影
響
を
想
定
す
る
。
古
勝
亮
「
道
信
と
天
台
止
観
」
(
『
中
国
思
想
史
研
究
』
三
四
、
二
O
二
二
年
)
は
、
「
拐
伽
師
資
記
』
道
信
章
の
禅
法
に
見
ら
れ
る
天
台
止
観
か
ら
の
影
響
を
論
ず
る
が
、
「
一
行
三
味
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
(
幻
)
田
中
良
昭
『
敦
燈
禅
宗
文
献
の
研
究
』
(
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
第
一
章
第
一
節
「
『
楊
伽
師
資
記
」
」
参
照
。
(
辺
)
田
中
前
掲
書
第
五
章
第
五
節
「
初
期
禅
宗
と
道
教
」
参
照
。
(
お
)
山
田
俊
『
熊
本
県
立
大
学
研
究
叢
書
3
校
本
『
太
上
妙
法
本
相
経
』
及
び
解
題
』
(
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
、
二
O
O
二
年
)
(
包
)
正
統
選
蔵
の
巻
数
、
頁
数
は
文
物
出
版
社
・
上
海
書
庖
・
天
津
古
籍
出
版
社
三
社
合
同
影
印
版
の
も
の
。
(
お
)
山
田
俊
「
『
三
論
元
旨
』
の
思
想
」
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